
振り返って次に生かす
さいたま市議会の決算審査
9月定例会では市の平成30年度決算を審査しました。
皆さんがどのようなことに関心があるか、
街頭インタビューも実施しています。

www.city.saitama.jp/gikai/

今 回 の 定 例 会 は
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　か
ら
　
　
　

そ
し
て
次
の
予
算
へ

予
算

決
算

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
市
の
予
算
が
適
正

に
執
行
さ
れ
、
効
果
的
に
事
業
が
行
わ
れ
た

か
を
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
は
次
の
予
算
編
成
に
つ
な
げ
る
た

め
の
大
事
な
審
査
で
あ
り
、
未
来
に
向
け
た

サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
い
え
ま
す
。

決算特別委員会では、審査の過程で指摘した改善点や次年度予算編成
への要望などを提言書としてまとめ、議長を通じて市長に提出しました。

【提言の概要】
● 各区の地域資源や地域特性を生かした事業の展開
● 豪雨災害時の区役所間の連携、情報共有、役割分担等の課題整理
● ソーシャルメディア等を活用した戦略的な広報の展開
● 未利用の公有財産の実態調査、資産運用の視点に立った有効活用
● 時間外勤務の縮減や職場環境の整備など、働き方改革の推進
● 農地の貸し借りの調整や、遊休農地の発生防止と解消
● 専門的知識等を有するスタッフと教員の連携等による教育相談体制の充実
● 出資法人の経営状況の把握、自主財源の確保に向けた取り組み強化
● 民設放課後児童クラブに対する支援強化、新規開設による待機児童の解消
● 道路の新設、修繕等の課題を整理し、計画的・効率的な整備を推進

わ
た
し
は

こ
こ
に
注
目

し
て
い
ま
す

振
り
返
っ
て

次
に
生
か
す

　
決
算
審
査

　い
た
ま
市
議
会
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
の
事
業

な
ど
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関

心
が
あ
る
か
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

い
た
ま
市
議
会
に
お
い
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り

住
み
良
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

9
月
定
例
会
で
は
市
の
昨
年
度

決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

喫煙所の環境性能（周辺への
影響など）が気になります。
 ／ 10代 男性

神奈川から引っ越してきて、
いたま市は車がないと不便だ
なと感じました。
 ／ 20代 男性

駅前などはバスの往来も多
く、自転車を利用しているの
でレーン整備を進めてほしい
です。 ／ 40代 女性

震災を機に移住してきました。
地震災害に強く、住み心地も
良いと感じています。
 ／ 50代 男性

区画整理や道路の整備計画な
ど、具体的な進捗状況をもっ
と周知してほしいです。
 ／ 60代 男性

美術館にしばらく行っていな
いので、興味深いテーマの展
覧会などがあれば、ぜひ行き
たいです。 ／ 70代 男性

ご協力いただいた
市民の皆さん、
ありがとうございました。

市の施策や事業でどんなことに関心がありますか？QQ インタビューは8月2日（金）に市内の公園で実施

を実施しましたを実施しました
街頭インタビュー街頭インタビューほかにも

こんな がご意見ほかにも
こんな がご意見

母子家庭や生活保護家庭への支
援や、すべての子どもがきちんと
教育を受けられるように支援する
など、税金を有効活用してもらい
たいと思います。

外国人居住者が日本での生活に
馴染めるよう、マナー講座などの
異文化交流の機会がもっとある
と良いと思います。

子育てと住み心地の良さを考え東
京から戻ってきました。人口が増
えている地域は小学校が足りない
のでは?と思うことがあります。

車が多い割に道が狭かったり、
信号があればなと思う箇所がい
くつかあります。事故を減らすた
めにも整備してほしいですね。

仕事復帰の際に保育園に入れる
か心配です。妊産婦の相談窓口
は充実していると思いました。

医療系の仕事に携わっているの
で、人手不足の問題や賃金など
の環境改善を考えてもらいたい
です。

公園が多いので、よく利用しま
す。子どもが安全に遊べる環境
を確保してほしいです。小学校で
の英語教育ももっと増やしてほし
いですね。

公共施設は交通の便が良いとこ
ろにつくってもらいたいです。あ
とは駅まで行くバスの本数を増や
してもらえると助かります。
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

30年度の一般会計・特別会計および、水道・病院・下
水道の3つの事業会計の決算について、決算特別委
員会での審査の後、本会議で採決が行われ、すべて
認定されました。また、委員会では今回の決算審査
を踏まえ、令和2年度の予算編成に向けた提言書を
まとめ、市長に提出しました。

議案第117号　平成30年度さいたま市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について　ほか3議案

平成30年度決算を認定

議員や委員会から3件の意見書案が提出され、可決されました。可決された意見書は、国会または県な
どの関係行政庁に提出されます。

議員提出議案第1号　高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書　ほか2議案

市議会から国などへ意見書を提出

「市庁舎及び行政区の在り方検討特別委員会」および「令和元年台風第19号災害対策調査特別委員
会」の2つの特別委員会が新たに設置されました。

新たな特別委員会を設置

令和元年9月定例会（9月4日～10月18日／会期45日間）

9月定例会で審議された議案　市長提出議案40件、議員提出議案2件、委員会提出議案2件／合計44件

●高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書
●企業主導型保育事業における地方自治体との連携の強化を求める意見書
●重度心身障害者医療費支給事業補助金の対象者の拡大を求める意見書

＜市庁舎及び行政区の在り方検討特別委員会＞
委員長／鶴崎敏康　副委員長／桶本大輔　阪本克己 
委　員／石関洋臣　伊藤 仕　松村敏夫　青羽健仁　新藤信夫　三神尊志　土井裕之　神坂達成　

神崎 功　小森谷 優　上三信 彰　神田義行

＜令和元年台風第19号災害対策調査特別委員会＞
委員長／阪本克己　副委員長／島崎 豊
委　員／土橋勇司　竹腰 連　新井森夫　金井康博　松本 翔　出雲圭子　西沢鈴子　稲川智美　

久保美樹　上三信 彰
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代
表
質
問

4
会
派
5
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

萩
原
章
弘
／
小
森
谷 

優
／
神
坂
達
成
／

中
島
隆
一
／
鳥
海
敏
行

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
た

「
い
じ
め
防
止
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
は
、
生
徒
の
研
究
発
表
や
演

劇
な
ど
、
大
変
感
動
す
る
内
容
だ
っ

た
。
今
後
、
青
少
年
育
成
団
体
な
ど

も
含
む
、
オ
ー
ル
さ
い
た
ま
市
と
し

て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

い
じ
め
は
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
に

な
り
う
る
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
、

い
じ
め
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
全

員
が
本
気
で
考
え
る
場
と
し
て
い
け

る
よ
う
改
善
し
て
い
く
。
ま
た
、
教

職
員
や
保
護
者
、地
域
の
方
々
に
と
っ

て
も
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
向
け
た
、
研
修

の
場
と
し
て
強
化
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
と
考
え
て
い
る
。
す
べ
て
の
子

ど
も
が
は
つ
ら
つ
と
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

65
歳
に
な
る
と
介
護
保
険

料
の
納
入
通
知
書
な
ど
が

届
く
。
市
長
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
と
と
も
に
、
高
齢
者
向
け
の
制
度

を
案
内
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
第
２
の
人
生

を
歩
も
う
と
さ
れ
る
中
高

年
層
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

就
労
、
生
涯
学
習
な
ど
地
域
社
会
へ

の
参
加
を
促
し
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
支
援
と
そ
の
活
力
を
地
域
社
会
に

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー「
り
・
と
ら

い
ふ
」を
９
月
に
開
設
し
た
。
今
後
、

案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
介
護
保
険
料

の
通
知
に
同
封
す
る
こ
と
も
考
え
て

お
り
、
市
民
が
自
身
に
ふ
さ
わ
し
い

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
り
、
生
涯
現

役
と
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

の
整
備
は
大
き
く
立
ち
遅

れ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
台
当

た
り
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
20
政
令

指
定
都
市
中
19
位
で
あ
る
。
早
急
に

整
備
す
べ
き
で
は
。

社
会
の
変
化
が
加
速
度
を

増
す
中
、
確
か
な
情
報
活

用
能
力
を
育
む
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
来
年
度
以
降
に
全
面
実
施

と
な
る
学
習
指
導
要
領
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
９
月
に
、
国

の
示
す
基
準
を
目
指
し
、
先
進
導
入

校
と
し
て
35
校
の
中
学
校
に
４
７
２

０
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
整
備
し
た
。
今
後
も
導
入
校
な

ど
の
実
践
検
証
を
進
め
、
新
時
代
の

学
び
を
支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

拡
充
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

質
問
者

い
じ
め
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
員
が
本
気
で
考
え
る
場
に

新
た
に
始
ま
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
を

自
由
民
主
党

児
童
・
生
徒
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
の
防
止
に
向
け

自
ら
指
針
を
策
定
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
遅
れ

危
機
感
を
持
っ
て
対
応
を

公
明
党
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る
施
設
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
と
同
額

の
３
２
０
０
万
円
を
補
助
基
準
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
大
き
く
超
え
る

改
修
費
が
必
要
と
な
る
案
件
が
多
い
。

補
助
の
拡
充
は
整
備
促
進
に
有
効
で

あ
り
、
他
市
の
事
例
や
施
設
改
修
費

の
実
態
な
ど
を
十
分
勘
案
し
、
検
討

し
た
い
。

超
高
齢
社
会
に
備
え
、
安

全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
歩
き
疲

れ
た
ら
い
つ
で
も
休
憩
で
き
る「
ま

ち
な
か
ベ
ン
チ
」を
積
極
的
に
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

国
で
は「
居
心
地
が
良
く

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」

の
形
成
を
目
指
し
、
事
例
の
共
有
や

政
策
づ
く
り
に
向
け
た
国
と
地
方
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
、
ウ
ォ

ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市
も

理
念
の
方
向
性
に
賛
同
し
、
そ
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、
ま
ち
な

か
の
ベ
ン
チ
設
置
は
地
域
の
実
情
や

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

車
が
通
る
路
面
は
劣
化
す

る
と
修
繕
さ
れ
る
が
、
歩

行
者
が
歩
く
路
肩
で
は
側
溝
の
ふ
た

の
が
た
つ
き
や
隙
間
が
放
置
さ
れ
て

い
る
。
改
修
事
業
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

県
道
な
ど
の
一
部
で
、
幅

員
が
狭
い
路
線
や
都
市
計

画
道
路
な
ど
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
が
ま
だ
事
業
化
に
至
ら
ず
歩
道
が

な
い
路
線
で
は
、
歩
行
者
は
路
肩
を

通
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
古
い
側
溝

の
上
で
は
、
部
分
的
に
歩
き
に
く
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
幹
線
道
路
に
お
い

て
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
路
面
性

状
調
査
に
併
せ
、
側
溝
な
ど
の
状
態

を
把
握
し
、
可
能
な
も
の
は
舗
装
修

繕
工
事
と
同
時
に
側
溝
の
ふ
た
の
掛

け
替
え
を
検
討
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

電
力
の
地
産
地
消
が
多
く

の
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本

市
で
も
、
ご
み
発
電
や
い
わ
ゆ
る
卒

＊
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
を
庁
舎
や
学
校
な
ど
公

共
施
設
で
活
用
す
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
太
陽
光
発
電
設

備
の
導
入
や
、
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
加
え
て
、
ご
み
焼
却

施
設
で
の
発
電
電
力
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
、
新
た
な
事
業
ス
キ
ー
ム
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、「
省
エ

ネ
・
創
エ
ネ
機
器
」設
置
補
助
事
業
を

実
施
し
、
蓄
電
池
の
普
及
を
推
進
し

て
い
る
が
、
ご
み
発
電
の
活
用
、
卒

F
I
T
へ
の
対
策
な
ど
、
本
市
が
目

指
す
べ
き
電
力
の
地
産
地
消
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
は
待
機
児
童
数
が
政

令
指
定
都
市
で
１
位
、
全

国
で
３
位
と
な
っ
た
。
こ
の
危
機
的

状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
賃
貸
物

件
を
活
用
し
た
施
設
整
備
に
対
す
る

補
助
制
度
を
拡
充
す
べ
き
で
は
。

賃
貸
物
件
を
活
用
し
た
認

可
保
育
所
は
短
期
間
で
整

備
で
き
、
保
育
需
要
に
迅
速
に
対
応

可
能
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
式
に
よ

さ
い
た
ま
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
展
望
は

自
民
党
真
政

公
益
上
の
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
、

占
用
許
可
を
行
っ
て
い
く
。

国
の
政
策
に
応
じ
、
本
市

で
も
戦
略
を
策
定
し
、
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

が
、
国
が
次
期
戦
略
策
定
に
向
け
方

針
を
示
し
て
お
り
、
市
は
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

本
市「
総
合
戦
略
」は
基
本

目
標
に
基
づ
き
、
年
少
人

口
や
転
入
超
過
数
、
事
業
所
数
な
ど

買
い
物
や
散
歩
途
中
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る

「
ま
ち
な
か
ベ
ン
チ
」の
設
置
が
注
目
さ
れ
る

電
力
の
地
産
地
消
で
環
境
に

や
さ
し
く
持
続
可
能
な
都
市
へ

施
設
整
備
の
補
助
を
拡
充
し

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
を

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
ち
な
か
ベ
ン
チ
の
設
置
を

側
溝
の
ふ
た
を
改
修
し

安
心
安
全
に
歩
け
る
ま
ち
へ

＊ FIT
太陽光発電などの再生可能エネルギーで発電
した電力を、電力会社が固定価格で一定期間
買い取ることを国が約束する制度。

06saitama city council No.80



議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
、

本
市
で
は
企
業
・
個
人
事

業
主
・
学
校
に
ど
の
よ
う
に
普
及
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
日
本
が
弱
い

と
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点

を
入
れ
込
む
必
要
性
の
認
識
は
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
達
成
の

た
め
に
は
、
市
民
や
団
体
、

企
業
な
ど
の
理
解
・
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
民
間
企
業
の
イ
ベ
ン
ト
な

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
浦
和
駅

防
犯
カ
メ
ラ
に
は
犯
罪
抑
止
効
果
も
期
待
さ
れ
る

一
般
質
問

10
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
伯
加
寿
美
／
傳
田
ひ
ろ
み
／
伊
藤　

仕
／

川
崎
照
正
／
小
川
寿
士
／
浜
口
健
司
／

久
保
美
樹
／
都
築
龍
太
／
川
村　

準
／

吉
田
一
郎

質
問
者市

の
政
策
・
行
財
政

＊
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て

さ
い
た
ま
市
の
取
り
組
み
は

ど
を
通
じ
、
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
も
重
要

な
分
野
の
１
つ
と
認
識
し
て
お
り
、

企
業
や
学
校
な
ど
と
の
連
携
が
市
民

の
認
知
・
理
解
や
企
業
な
ど
の
主
体

的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
結
び
つ
く
も

の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

全
国
各
地
で
安
心
・
安
全

を
揺
る
が
す
事
件
が
多
発

し
て
い
る
。
犯
罪
抑
止
効
果
の
高
い

防
犯
カ
メ
ラ
を
、
市
が
単
独
で
設
置

す
べ
き
時
期
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

＊ S
エスディージーズ

DGs（持続可能な開発目標）
2015年9月の国連サミットで採択。「貧困の根絶」「働きがい」「気候変動への対策」な
ど、すべての先進国と発展途上国で取り組む、2030年を時限とした17の国際目標。
→裏表紙「ロクマルキーワード」でもくわしく解説しています。

の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標

達
成
の
た
め
具
体
的
施
策
な
ど
を
定

め
て
い
る
。
施
策
に
つ
い
て
は
＊
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
設
定
し
、
毎
年
、
達
成
度
合
を

検
証
し
て
い
る
。
次
期「
総
合
戦
略
」

は
、
こ
の
検
証
結
果
や
国
の
戦
略
を

勘
案
し
た
う
え
で
策
定
し
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
と
同

時
に
、
本
市
の
強
み
な
ど
を
生
か
し

て
独
自
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

与
野
本
町
駅
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
３
拠
点

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
民
間

活
力
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
含

め
、
進
捗
を
伺
う
。

「
中
央
区
役
所
周
辺
の
公

共
施
設
再
編
」
に
係
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
対
象
施
設
な

ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
地

区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
を
調
査
し
、

民
間
活
力
導
入
の
検
討
を
進
め
る
。

「
与
野
中
央
公
園
整
備
」
で
は
、
予
定

地
内
の
認
定
道
路
の
移
設
設
計
な
ど

を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
民
連
携
事

地
域
別
の
最
低
賃
金

国
に
引
き
上
げ
を
求
め
る
べ
き

日
本
共
産
党

業
の
導
入
に
向
け
た
調
査
を
実
施
す

る
。「
与
野
本
町
駅
周
辺
の
利
便
性

向
上
」
で
は
、
駅
前
交
通
広
場
の
改

善
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

地
域
別
最
低
賃
金
の
改
定

が
行
わ
れ
、
埼
玉
県
は
時

給
926
円
と
な
っ
た
が
、
本
当
に
人
間

ら
し
い
暮
ら
し
が
保
て
る
の
か
。
さ

ら
な
る
引
き
上
げ
を
国
に
求
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

地
域
別
最
低
賃
金
は
、
国

の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

が
示
し
た
目
安
を
参
考
に
、
地
方
審

議
会
に
お
い
て
、
物
価
の
違
い
な
ど

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。

埼
玉
県
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
答

申
に
よ
れ
ば
、「
最
低
賃
金
は
、
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
と
決
め
ら
れ
て
い

る
生
活
保
護
水
準
を
下
回
っ
て
い
な

い
」と
さ
れ
て
い
る
。
決
定
し
た
最
低

賃
金
額
は
適
正
で
あ
り
、
国
に
要
望

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

与
野
本
町
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

３
拠
点
の
取
り
組
み
状
況
は

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

防
犯
カ
メ
ラ
の
積
極
的
な
設
置
を

＊ KPI（Key Performance Indicator）
施策ごとの進捗状況を検証するために
設定する指標。
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に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も

な
お
難
し
い
方
が
今
後
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
一
部
自
治
体
に
よ

る
投
票
所
へ
の
送
迎
な
ど
の
取
り
組

み
は
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

主
に
山
間
地
域
で
の
も
の
で
あ
り
、

今
後
は
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
取
り

組
み
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

保
育
園
の
申
し
込
み
に
お

い
て
、
電
子
申
請
な
ど
の

利
便
性
向
上
を
図
り
、
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
で
、
時
代
に

合
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
平
成
29
年
度

よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用

い
た
保
育
園
の
電
子
申
請
に
対
応
し

て
い
る
。
一
方
で
、
記
載
誤
り
や
添

付
書
類
の
漏
れ
な
ど
に
よ
る
保
護
者

の
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
現
状
は

き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
各
区
支

援
課
や
保
育
園
で
の
申
請
を
勧
め
て

い
る
。
今
後
は
、
電
子
申
請
の
認
知

度
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
手
続
き
の
正

確
性
を
確
保
し
つ
つ
、
よ
り
保
護
者

防
犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
自

治
会
へ
の
費
用
助
成
を
は
じ
め
、
市

内
主
要
駅
前
広
場
を
中
心
に
設
置
を

進
め
て
お
り
、
昨
年
３
月
に
は
大
宮

駅
西
口
に
５
台
設
置
し
、
今
年
度
は

浦
和
駅
前
周
辺
で
も
準
備
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
公
園
な
ど
に
も
設

置
を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら

の
運
用
状
況
や
犯
罪
発
生
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
証
し
、
犯
罪
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
に
積
極
的
に
設
置
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

悲
惨
な
児
童
虐
待
事
件
の

背
景
の
一
つ
に
は
Ｄ
Ｖ
が

あ
り
、
暴
力
の
根
絶
、
被
害
者
支
援

は
急
務
で
あ
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
体
制
の
整
備
や
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス

の
運
営
補
助
を
行
う
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
、
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
聞

き
取
っ
た
状
況
を
、
本
人
の
同
意
を

得
た
う
え
で
手
続
き
が
必
要
な
窓
口

と
情
報
共
有
を
行
い
、
被
害
者
の
負

担
軽
減
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。今
後
は
、

久
留
米
市
の
事
例
な
ど
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
参
考
に
相
談
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ

ス
は
、
被
害
者
が
自
立
に
向
け
た
準

備
を
進
め
る
た
め
の
、
幅
広
い
機
能

に
応
じ
た
運
営
を
行
う
施
設
で
あ
り
、

利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
財
政
的
支
援

も
検
討
し
て
い
く
。

本
市
で
は
障
が
い
者
雇
用

の
不
正
は
な
か
っ
た
が
、

改
め
て
今
年
度
の
市
長
部
局
と
教
育

委
員
会
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
率

と
、
受
験
時
お
よ
び
採
用
後
の
合
理

的
配
慮
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
本
年
６
月
１
日
現

在
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、

市
長
部
局
２
・
49
％
、
教
育
委
員
会

２
・
08
％
で
あ
る
。
採
用
選
考
時
に

お
け
る
合
理
的
配
慮
と
し
て
、
申
込

書
に
配
慮
要
望
の
記
載
欄
を
設
け
て

対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
合
格
者
へ
の

個
別
面
談
で
配
慮
が
必
要
な
事
項
を

確
認
し
て
い
る
。
ま
た
採
用
後
に
は
、

全
職
員
に
対
し
障
が
い
者
手
帳
の
所

持
状
況
な
ど
の
任
意
報
告
を
求
め
、

拡
大
ス
ク
リ
ー
ン
の
導
入
な
ど
、
可

能
な
限
り
対
応
し
て
い
る
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

投
票
所
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
方
々
の
移
動
手
段
の
確
保

は
今
後
大
き
な
課
題
と
な
る
。
運
転

免
許
証
返
納
の
気
運
も
あ
る
中
、
市

と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
投
票
所
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
駅
周
辺
や
人

の
集
ま
り
や
す
い
施
設
に
期
日
前
投

票
所
を
増
設
し
、
投
票
機
会
の
拡
充

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
は
急
務

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
体
制
を

市
職
員
の
障
が
い
者
雇
用
率
と

合
理
的
配
慮
の
状
況
は

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

庁
内
連
携
会
議
で
は
事
例
研
究
や
情
報
交
換
を
実
施

今
後
さ
ら
な
る
相
談
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る

福
祉
・
保
健
・
医
療

保
育
園
の
申
し
込
み

時
代
に
合
っ
た
対
応
が
必
要

移
動
が
困
難
な
高
齢
者
で
も

投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
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の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
申
請
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
す
た
め
、
老
人
の
日
お
よ

び
老
人
週
間
に
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
各
区
の
最
高

齢
の
男
女
に
祝
状
、
記
念

品
、
花
束
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、

年
度
内
に
100
歳
を
迎
え
る
方
に
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
な
ど
を
贈
呈

し
て
い
る
。
ま
た
、
９
月
15
日
現
在
、

満
75
、
80
、
85
、
90
、
95
歳
お
よ
び

100
歳
以
上
の
方
へ
の
敬
老
祝
金
の
贈

呈
や
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
開
催
す
る
敬
老
会
を
支
援
し
て
い

る
。
今
後
も
高
齢
者
へ
の
敬
愛
の
念

を
深
め
る
た
め
、
長
寿
を
尊
ぶ
地
域

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

重
度
の
心
身
障
が
い
児
へ

の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業

の
対
象
者
を
拡
充
し
、
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
障
が
い
児
と
そ
の
家
族
の

負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
高
度
な
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な「
超
重

症
心
身
障
が
い
児
者
」を
対
象
に
、
受

け
入
れ
施
設
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
県
が
昨
年
度
に
対
象
を「
重

症
心
身
障
が
い
児
者
」へ
拡
大
し
た
こ

と
を
受
け
、
本
市
も
事
業
の
拡
大
を

検
討
す
る
た
め
、
施
設
へ
の
聞
き
取

り
調
査
に
よ
り
実
態
の
把
握
に
努
め

て
き
た
。
来
年
度
に
向
け
、
重
症
心

身
障
が
い
児
者
へ
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
事
業
の
実
施
を
最
優
先
課
題
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
国
で
は
積
極

的
な
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
、
様
々
な
困
難
を
抱

え
る
方
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
本

当
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
就
業
や
自
立
に
向
け

た
個
々
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、「
さ

地
域
住
民
交
流
の
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
公
民
館

（
写
真
は
美
園
公
民
館
実
施
の「
う
た
カ
フ
ェ
」）

い
た
ま
市
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
専
門

員
が
ひ
と
り
親
家
庭
の
様
々
な
困
難

な
事
例
に
対
し
、
き
め
細
か
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
事
業
の
目

的
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
よ
り「
し
あ
わ
せ
」

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
業

を
推
進
し
て
い
く
。

市
立
病
院
に
精
神
障
が
い

者
の
入
院
病
床
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
精
神
科
外

来
が
な
い
。
ぜ
ひ
外
来
も
開
設
し
、

常
勤
の
精
神
科
医
師
を
増
や
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

精
神
科
病
床
の
開
設
に
当

た
っ
て
は
、
精
神
疾
患
に

身
体
疾
患
が
合
併
し
た
患
者
に
対
応

す
べ
く
、
精
神
科
身
体
合
併
症
病
棟

と
し
て
整
備
を
進
め
、
主
に
入
院
を

中
心
と
し
た
診
療
か
ら
開
始
す
る
こ

と
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
将

来
的
に
は
身
体
合
併
症
の
外
来
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
必
要
に
な
る
と

考
え
て
お
り
、
常
勤
精
神
科
医
師
の

さ
ら
な
る
確
保
に
努
め
、
外
来
診
療

が
行
え
る
よ
う
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

公
民
館
の
活
性
化
は
、
職

員
体
制
や
環
境
改
善
、
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
を
三
位
一
体
で
進
め
る

べ
き
。
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
方
の

声
を
つ
な
ぐ
機
能
も
加
え
、
新
た
な

公
民
館
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
は
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
公
民
館
運
営
審
議

困
難
を
抱
え
る
ひ
と
り
親
家
庭
に

も
っ
と
積
極
的
な
支
援
を

＊ レスパイトケア
介護者が、一時的に介護から離れて休息し、リフレッシュ
してもらうための支援を行うことで、その負担軽減を図
ること。

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

教
育
・
文
化

健
康
長
寿
社
会
に
向
け
た

本
市
の
取
り
組
み
は

さ
い
た
ま
市
立
病
院
に

精
神
科
外
来
の
開
設
を

＊
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
を
拡
充
し

介
護
者
の
負
担
軽
減
を

市
民
に
身
近
な
公
民
館

地
域
や
人
を
つ
な
げ
る
場
に
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会
か
ら
提
言
さ
れ
た
、
職
員
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
な
ど
の
向
上
に
つ

い
て
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の

声
も
反
映
さ
せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

公
民
連
携
を
積
極
的
に
導
入
し
、
支

援
に
つ
な
げ
る
機
能
な
ど
公
民
館
が

他
の
機
関
と
連
携
す
る
必
要
性
も
ビ

ジ
ョ
ン
に
生
か
し
て
い
く
。
現
在
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
づ
く
り
の
進
め
方

な
ど
の
検
討
を
始
め
て
お
り
、
令
和

２
年
度
中
に
策
定
し
た
い
。

社
会
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
生
か
し
、
そ
の
能
力
を
十
分

に
伸
ば
す
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
市
立
高
校

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

浦
和
高
校
は
浦
和
中
学
校

併
設
の
中
高
一
貫
教
育
校

と
な
り
、
浦
和
南
高
校
は
進
学
重
視

型
単
位
制
高
校
へ
移
行
す
る
と
と
も

に
、
人
口
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し

た
。
大
宮
北
高
校
で
は
理
数
科
を
設

置
後
、
＊
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
大

宮
西
高
校
は
＊
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育

を
柱
と
す
る
大
宮
国
際
中
等
教
育
学

校
へ
改
編
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
な
ど
、
各
学
校
の
伝
統
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
。市

内
の
公
園
で
使
用
中
止

と
な
っ
て
い
る
遊
具
の
現

状
と
今
後
の
対
応
は
。
ま
た
、
学
校

内
の
遊
具
は
公
園
と
同
様
の
安
全
対

策
を
し
て
い
る
の
か
。
一
日
も
早
い

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

公
園
や
学
校
の
遊
具

一
日
も
早
い
安
全
対
策
を

都
市
公
園
の
遊
具
は
、
安

全
基
準
が
強
化
さ
れ
、
問

題
の
あ
る
遊
具
に
つ
い
て
は
措
置
を

行
う
よ
う
国
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
遊
具
の
う
ち
約
２
割

に
当
た
る
776
基
を
使
用
中
止
と
し
た

が
、
既
に
再
開
済
み
の
遊
具
を
含
め
、

来
年
度
ま
で
に
655
基
の
使
用
再
開
を

目
指
し
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
て

い
る
。
修
繕
で
対
応
が
難
し
い
121
基

の
遊
具
の
更
新
は
、
５
年
以
内
に
終

え
た
い
。
学
校
の
遊
具
は
現
在
点
検

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
待

ち
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
か
ら

も
近
い
東
浦
和
駅
前
に
は
、

設
置
か
ら
31
年
経
過
し
た
公
衆
ト
イ

レ
が
あ
る
が
、
故
障
が
多
く
悪
臭
な

ど
の
問
題
も
度
々
生
じ
て
い
る
。
建

て
替
え
る
べ
き
で
は
。

公
衆
ト
イ
レ
は
、
他
の
公

共
施
設
と
比
較
し
て
小
規

模
で
あ
る
た
め
、
予
防
保
全
は
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で

は
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
の
予
定

は
な
い
。
故
障
の
発
生
に
応
じ
て
個

別
修
繕
で
対
応
し
て
お
り
、
新
た
な

試
み
と
し
て
排
水
管
の
高
圧
洗
浄
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
東
浦
和
駅
前
の
ト
イ
レ
は
、

経
年
劣
化
に
よ
る
故
障
が
頻
発
し
て

お
り
、
建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
も

含
め
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

浦
和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム
は

施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
浦
和
レ
ッ
ズ
の
試
合
が

駒
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

改
修
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

現
在
、
同
ス
タ
ジ
ア
ム
は

照
明
灯
改
修
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
照
度
の
改
善
に
よ
り
Ｊ
リ

ー
グ
や
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
な
ど
の
開

催
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
改

修
を
行
う
こ
と
で
、
各
大
会
を
誘
致

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。
女
子
の
リ
ー
グ
戦
は
、
本
格
的

に
プ
ロ
化
を
図
る
準
備
を
進
め
て
い

く
と
伺
っ
て
お
り
、
同
ス
タ
ジ
ア
ム

の
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
聖
地
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

東
浦
和
駅
前
公
衆
ト
イ
レ

建
て
替
え
を
検
討
す
べ
き

＊ スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
国が先進的な理数教育を実施する高等学校を指定し、学習指
導要領によらないカリキュラムの開発・実践や課題研究の推
進、観察・実験などを通じた体験的な学習などを支援する。

国
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
指
定
さ
れ
た
大
宮
北
高
校

各
校
が
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

４
校
あ
る
市
立
高
等
学
校

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

浦
和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム

今
後
の
利
活
用
は

＊ 国際バカロレア
国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する
国際的な教育プログラム。
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　生徒・児童が市議会を傍聴・見学しました
主権者教育推進のため、市立浦和高等学校、浦和南高等学校、大宮北高等学校の生徒が市議会を訪れ、本会議を傍聴しまし
た。また、高砂小学校の児童が本会議場を見学しました。今後も、市議会や市政に関心をもってもらえるよう、積極的に協力し
てまいります。本会議や委員会はどなたでも傍聴できますので、皆様ぜひお越しください。

　年末年始のごあいさつは
　失礼させていただきます
公職選挙法の規定により、議員が選挙区内の人に年賀状
などのあいさつ状を出すことは禁止されております。
そのため、年末年始のごあいさつは失礼させていただき
ます。

さいたま市議会議員一同

公職選挙法では選挙区内において
このようなことが禁止されています。

議員が年賀状や寒中見舞
いなどのあいさつ状を出
すこと

（答礼のための自筆によるものは除く）

市民や団体などが議員に
対し寄附を求めること

議員や後援会がお中元や
お歳暮を贈ること

議員や後援会があいさつ
を目的とした有料の広告
を出すこと

　請願・陳情を
　市議会に届けるには？
市政などについての意見や要望があるときは、どなたでも

「請願」「陳情」を文書で市議会に提出することができます。

請願 
請願書の提出には、市議会議員の紹介が必要です。
審査のうえ、本会議で「採択」「不採択」などが決められます。

「採択」された請願は市長などに送り、実現するよう要請します。

陳情
陳情書の提出には、市議会議員の紹介は必要ありません。
陳情内容が記載された陳情文書表を議員に配付します。

提出先など
提出先：さいたま市議会 議会局
提出方法：持参または郵送（FAXや電子メールは不可）
くわしくは議事課（Tel.829-1753）までお問い合わせください。

件名＿
趣旨＿
理由＿

令 和 ＿ 年 ＿ 月 ＿ 日

さいたま市議会議長＿ 様

住所＿
氏名＿

　以上、地方自治法第124条の
規定により請願します。

印

請  願  書
（陳  情  書）

紹介議員＿
（議員1人以上）

印

陳情書の場合は、「以上の
とおり陳情します」に。

陳情書の場合は
必要ありません。

（表  紙） （本  文）

謹
賀
新
年

生徒約50人が代表質問の様子を真剣な眼差しで傍聴（6月定例会） 児童からは「議員になりたーい！」なんて嬉しい感想も
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市
議

会
だ

よ
り

さ
い

た
ま

　
編

集
・

発
行

>>さ
い

た
ま

市
議

会
 〒

330-9588 さ
い

た
ま

市
浦

和
区

常
盤

6丁
目

4番
4号

　
Tel.048ー829ー1748  Fax.048ー829ー1984

誰一人取り残されない社会の実現を
SDGsは「Sustainable Development Goals（持 続 可 能
な開発目標）」のことで、2015年9月の国連サミットで採択
されました。17の目標と169のターゲットから構成されて
おり、地球上の誰一人として取り残さないことを誓った行
動指針です。この理念に沿った取り組みを推進しようとす
る都市の中から、特に経済・社会・環境における新しい価値
創出を通じて持続可能な開発を実現するポテンシャルの
高い都市を政府が選定したのが「SDGs未来都市」です。

「住みやすい」「住み続けたい」都市へ
本市は、「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」
や「東日本連携事業」、「スマートシティ」などこれまでの取
り組みに加え、（仮称）E-KIZUNAグローバルサミット開催
等を提案し、本年7月にSDGs未来都市に選定されました。
今後も、市民や企業・団体などと連携・協働しながら各種施
策を推進していくことで、2030年に向けて、誰もが「住みや
すい」「住み続けたい」と思えるさいたま市の実現に取り組
んでいくこととしています。

この議会広報紙は608,000部作成し、１部当たりの作成経費は8円です（企画編集の経費を含みます）。

今号のトピックスでは、まちに出て、市民の皆様に市の事業に
関する率直なご意見をお聴きしてまいりました。そういった市
民の「声」に十分に耳を傾け、行政サービスの質を高めていか
なければなりません。市議会では、今後も市民の代表として、
その役割を果たすべく活動をしてまいります。議会の活動は、

「ロクマル」をはじめ、議会中継やホームページなどを通じて
広くお伝えしていきます。インタビューにご協力いただいた皆
様、ありがとうございました。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

渋谷佳孝 高柳俊哉

土橋勇司 照喜納弘志 竹腰　連
金井康博 佐伯加寿美 江原大輔
冨田かおり 小川寿士 小森谷 優

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

ロクマル　キーワード

Keyword 9月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、解説します。

『SDGs未来都市』

傍聴 インターネット中継
本会議は当日の受付で
傍聴できます。開催当日、
議会棟3階の議場ロビー
までお越しください。

会議の模様をライブ配信
（生中継）・録画配信して

います。ホームページから
アクセスしてください。

スマートフォン・
タブレットでも！

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課

（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉
令和2年1月12日（日）午前10時～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

さいたま D i a r y
ダイアリー

アクセス 大宮駅よりバスで約25分

見沼区今号の表紙の場所は

12月定例会を
開催しています

エスディージーズ

振り返って次に生かす
さいたま市議会の決算審査
9月定例会では市の平成30年度決算を審査しました。
皆さんがどのようなことに関心があるか、
街頭インタビューも実施しています。

www.city.saitama.jp/gikai/

今 回 の 定 例 会 は

2月

12月

9月

6月

ロ ク マ ル ＝ 6 0   6 0 人の 議 員 は 市民 の 代 表 。 さいたま市 議 会 の 動きをコンパクトに伝 えます。

市議会だよりさいたま｜No.80 2019.12.1




